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鍵原書。享露盤浅く⑨⑳

人権週間と障害者週間にあわせて開催している健康・

福祉まつり。12月7日にふれあいの里で行なわれ、今年

も多数の参加者であふれていました。

遠賀園のみなさんの器楽演奏や遠賀川保育園の園児た

ちによる演劇などさまざまなアトラクション、また、骨

密度測定や血管の年齢を調べる健康イベントなどが催さ

れました。
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を
電
き
ざ
い
よ
敦

町
民
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
輝
か
し
い
新
年
を
お
迎
え
の
こ
と
と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

ま
た
、
日
ご
ろ
か
ら
町
政
に
ご
理
解
と
ご
支
援
を
い
た
だ
き
、
心
か
ら
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。

さ
て
、
昨
年
は
、
日
本
経
済
の
長
引
く
不
況
を
背
景
に
、
2
0
年
振
り
と
な
る
日
経
平
均
株
価
8
千

円
代
割
り
込
み
や
日
本
人
外
交
官
が
イ
ラ
ク
で
襲
撃
さ
れ
殉
職
す
る
な
ど
暗
い
話
題
、
そ
し
て
、
イ

ラ
ク
戦
争
や
い
ま
だ
解
決
し
な
い
北
朝
鮮
の
担
致
問
題
な
ど
先
行
き
不
透
明
な
詩
趣
が
続
き
ま
し
た
。

し
か
し
、
日
本
プ
ロ
野
球
で
は
1
8
年
振
り
に
阪
神
タ
イ
ガ
ー
ス
が
セ
・
リ
ー
グ
優
腺
、
ま
た
、
柔
道

で
は
田
村
亮
子
選
手
が
前
人
未
到
の
世
界
大
会
6
連
覇
と
い
う
快
挙
を
成
し
遂
げ
、
私
達
に
大
き
な

感
動
を
残
し
て
く
れ
る
出
来
事
も
あ
り
ま
し
た
。
明
る
い
未
来
へ
と
つ
な
が
る
．
証
と
な
り
、
自
信
に

つ
な
が
る
こ
と
と
信
じ
て
い
ま
す
。

皆
様
も
ご
存
知
の
と
お
り
、
地
、
万
自
治
体
を
取
り
巻
く
環
境
は
ま
す
ま
す
厳
し
く
な
っ
て
お
り
ま

す
。
そ
う
し
た
中
、
今
年
は
、
遠
賀
川
駅
前
の
混
雑
を
解
消
す
る
た
め
の
駅
前
広
場
整
備
へ
本
格
的
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に
着
手
い
た
し
ま
す
。
ま
た
、
少
子
化
対
策
と
し
て
町
独
白
に
通
院
の
乳
幼
児
医
療
制
度
の
対
象
年

齢
を
5
歳
ま
で
拡
充
、
ふ
れ
あ
い
の
里
づ
く
り
第
3
期
計
画
の
一
環
と
し
て
、
野
菜
づ
く
り
を
通
し

て
町
内
外
の
人
々
と
の
交
流
が
で
き
る
ふ
れ
あ
い
農
園
（
仮
称
）
を
整
備
い
た
し
ま
す
。
遠
賀
郡
の

合
併
に
つ
き
ま
し
て
は
、
昨
年
発
足
い
た
し
ま
し
た
法
定
協
議
会
に
お
き
ま
し
て
着
々
と
検
討
、
準

備
が
進
め
ら
れ
て
お
り
、
今
年
の
6
月
ま
で
に
は
合
併
の
可
否
が
は
っ
き
り
す
る
予
定
で
す
。
そ
し

て
、
な
に
ょ
り
も
遠
賀
町
ら
し
さ
を
持
ち
続
け
、
皆
様
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
町
づ
く
り
を
職
員
と

一
丸
と
な
っ
て
進
め
て
い
く
所
存
で
ご
ざ
い
ま
す
。

最
後
に
、
本
年
が
皆
様
に
と
り
ま
し
て
、
実
り
あ
る
年
と
な
り
ま
す
よ
う
心
か
ら
願
い
ま
し
て
、

新
年
の
あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。

平
成
十
六
年
元
旦

遠
賀
町
長

木
村
　
隆
治
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1月29日（木）～2月6日（金）
午前9時30分～11時30分、午後1時一3時30分

※1月31日（土）、2月1日（日）、4日（水）を除く

遠賀コミュニティー
センター
給与や年金の源泉所得税
が還付になる人

※2月16日（月）から始まる確定

申告の時期は混離しますので、

還付申告はできるだけこの期間

中に済ませましょう。

マイホームをローンで取得したときは　住宅借入金等特別控除

住宅ローンなどを利用してマイホームを新築・増改築などをしたときや、中古住宅を購

入したときには下記の要件に当てはまれば住宅借入金等特別控除を10年間受けられます。

なお、サラリーマンは1年目に確定申告をすれば、2年目からは年末調整で済みます。

※入居年月日が平成13年6月30日以前の場合は、控除額の計算方法や控除を受けるための

要件が異なる場合があります。
※入居した年とその年の前後2年以内に譲渡所得の課税の特例（3千万円の特別控除、買

換え・交換の特例など）を受けた場合は、この控除を受けること力できません。

（必要なもの）
▽新築・中古住宅購入の場合

①平成15年分の源泉徴収票

②世帯全員の住民票の写し（平成16年1月1日以後発行したもの）

③住宅取得資金の借入れ金額の年末残高などの証明書

④家屋の登記簿鵬（抄）本（法務局で発行）

⑤家屋の鵬年朋、鵬価額、朋粟の即日、撒策の剛胆わかる書欄の写し儲負契網や売蝦的軸と〉

⑥印鑑儲好い　　⑦振込先の金融機関・H歴番号（申告者本人名護のもの）

▽増改築した場合（①～⑦に加えて）

⑧建築確認通知蕾か、検査流説の写し、または建築士にもらった蛸改築等工事証明蕾

▽同時に土地の控除も受ける場合（①～⑦に加えて）

⑨頼地の登記簿鵬（抄）本（法務局で発行）
⑲敷地の取得年月日・価格などがわかる増類（分謝こ係る契約凸など）

住宅借入金等特別控除の要件 
◇新築した場合 

1．住宅取得後6か月以内に入居し、引き続き住んでいる 
2．家屋の床面積（登記面積）が50両以上 
3．床面積の2分の1以上が自分の居住用 
4．控除を受ける年の所得金額が3千万円以下 
5・民間の金融機関や住宅金融公庫などの住宅ローンなどを利用している 
6・ローンの返済期闇が10年以上で、月賦のように分割して返済している 

◇中古住宅を購入した場合（1．～6．に加えて） 
7・取得した家屋が建築後20年以内（耐火建築物については25年以内）で、 

建築後に使用されたことがある 

◇増改築した場合（1．－6．に加えて） 
8i増築、改築、大規模の修繕・模様替えの工事で、一定の証明がされている 

もので、工事費用が100万円を超えている 
9．自分の居住用部分の工事費が総額の2分の1以上 

車の
昔
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※
次
の
人
は
除
き
ま
す
　
▽
事
業
を
営
ん
で
い
る
人
　
▽
生
命
保
険
な
ど
の
営
業
職
員
　
▽
不
動
産
所
得
が
あ
る
人

▽
不
動
産
な
ど
の
譲
渡
所
得
が
あ
る
人
　
▽
原
稿
料
な
ど
の
収
入
が
あ
る
人

○
マ
イ
ホ
ー
ム
を
ロ
ー
ン
で
取
得
し
た
人
　
○
多
額
の
医
療
費
を
支
払
っ
た
人

○
災
害
な
ど
を
受
け
た
人
　
○
中
途
退
職
し
て
年
末
調
整
を
受
け
て
い
な
い
人

こ
の
よ
う
な
人
は
軽
口
冨
星
口
を
す
れ
ば
源
泉
徴
収
さ
れ
た
所
得
税
が
戻
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

年
未
調
整
が
済
ん
で
確
定
申
告
の
必
要
が
な
い
人
で
も
、
申
告
を
す
れ
ば
源
泉
徴
収
さ
れ
た
所
得
税
が

戻
っ
て
く
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
申
告
で
節
税
し
ま
し
よ
う
。



匪療賛控除額（最高200万円）
の計算方港

控除額＝A－B－c

Aその年中に支払った医療費

D保険金などで論談される金額

ClO万円または所得額の5％
のどちらか少ない金額

平成15年中に支払った国民年金納

付額を社会保険料の控除にする場合

は、必ず領収書（口座振替の人は頭

取清適知合）を指診してください。

2月16日（月）から始まる確
定申告の日程などは、1月25
日号でお知らせします。

〇番漢漢書三寒；量Hm

若松税務署

℡093（761）2536

役場税務課

℡（293）1234

鞘薯の角漉点が引書面ナられます

納税義務が免除される基準期聞（その年

の前々年における課税売上高）の上限が、

3．000万円から1，000万円に引き下げら

れます。（平成16年4月1日から適用）

したがって、免税事業者で、平成15年

分の課税売上高柳．000万円を超えた場

合は、平成17年分から課税事業者となり

ますので「消費税課税事業者届出書」を

若松税務署長に提出してください。

〃苗8g臣事長田○

若松税務署　個人課税第一部門

℡093（761）2537

5〈伽

多額の医鰭を支払ったときはi医療費控画
病気やけがなどで多額の医療費を支払った場合は医療費控除が受けられます。

ただし、美容整形や健康診断の費用、疾病予防や健康増進のための医薬品や

健康食品の購入費用などは含まれません。

※高額麗質賞の請求を事前に行なってください。

（必要なもの）
①平成15年分の源泉徴収票

（9支払った医療費の領収書〈平成15年1月1日～平成15年12月31日までの領収日付のあるもの）

※寝たきりのためのおむつ代は、要介護認定により役場が発行した証明書、ま

たは医師の「おむつ使用証明書」が必要です。

③保険などで補でんされた場合、金額がわかる書類など

④印鑑（認印）　⑤加入健康保険証の写し

⑥振込先の金融機関・口座番号（申告者本人名義のもの）
※医療費の内訳と、領収書の合計金額を内訳書に記入しておいてください。

（内訳書は役場税務課にあります）

※介護保険法により施設入所した分の医療費控除を受ける場合は、要介護認定

年の越中で退解し、包蔵睦を劫ブひIないならi離申弼算i

平成15年中に中途退職し、年末調整を受けていない場合、確定申告をして所

得税の精算をする必要があります。精算をすれば、給与から引かれていた源泉

徴収税額が戻ることがあります。

（必要なもの）
①平成15年分の源泉徴収票

②社会保険料・生命保険料・損害保険料などの控除証明書

③印鑑（認印）　④振込先の金融機関・口座番号（申告者本人名義のもの）

災害などを夏Iナたどさば　　　　i雑据控除i

風水害・火災・落雷などの自然災害、盗難または横領などで損失を受けた場

合は雑損控除が受けられます。

（要　　件）
1．生活に通常必要な資産（住宅・家財など）の損失

2　損失の金額が所得合計金額の10％以上（災害関連支出は5万円以上）

（必要なもの）
（D平成15年分の源泉徴収票

（9損害を受けた原因がわかる書類（撮災届、盗難届の写しなど）

③損失額の明細書と領収書　④保険などで補填された金額がわかる番類

（排印鑑（認印）　（㊦振込先の金融機関・口座番号（申告者本人名護のもの）

21 も彩　7円－ 
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覆登黒
E　がんばって育てました

人権の花感謝状贈呈

国 年4月に福岡県人権擁護委員
会から手渡された人権の花「ひまわ

り」の種。広渡小学校の3年生が学

校の中庭に植え、みんなで協力して

育てたことに対する感謝状を受け取

りました。これからも人を思いやる

気持ちを大切にしていってね。

融墨 �「1 1詩 　心∵＼」二iニ ーi二一＼、－ 方言 ／」＼仁‘くi 

「結寧∴ �二二国字‾ 

千客万来
遠賀・中間地区農業祭

囲 屋競艇場で11月23日に遠賀・中

間地区農業祭が開催されました。

新鮮な水産物、苗木や植木がにぎやかに

並び、大勢の来客で大盛況の1日でした。

ざつま芋が
軽費像に変身

国 田利子さん（松ノ本）

が友人から借りている畑で

収穫したさつま芋の中から、

大きさもさることながら奇

妙な形をした、どことなく

お釈迦様の浬築像にみえる

芋が出てきました。（土の中

で頭の部分が北を向いてい

たかは不明）

重さは153kgもあり貫禄

充分。当分の間玄関に飾っ

ておいて、いずれは土に帰

してあげるそうです。ご利

益があるといいですね。

（∽6

募
金
を
静
光
園
な
ど
5
施
設

に
、
手
作
り
雑
巾
を
山
び
こ

保
育
園
な
ど
9
施
設
に
寄
贈

し
ま
し
た
。
「
小
さ
な
こ
と
で

も
た
く
さ
ん
の
人
た
ち
が
集

ま
っ
て
行
な
う
と
こ
ん
な
に

大
き
な
も
の
に
な
る
ん
で
す

ね
。
受
け
取
っ
て
い
た
だ
い

た
各
施
設
の
人
た
ち
も
大
変

喜
ん
で
く
れ
ま
し
た
」
　
と
寄

贈
で
き
た
こ
と
の
嬉
し
さ
を

老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
会
長
の

松
尾
幸
一
さ
ん
は
語
っ
て
く

れ
ま
し
た
。

で
尽
力
し
、
他
の
人
の
規
範
と
な
る
人

に
内
閣
府
か
ら
贈
呈
さ
れ
る
黄
綬
襲
準
。

こ
の
栄
誉
に
郵
い
た
古
川
勝
義
さ
ん

〈
別
府
）
　
は
1
9
6
3
年
か
ら
自
動
車

塗
装
業
務
を
こ
な
し
て
き
ま
し
た
た
。

「
塗
装
ひ
と
す
じ
と
は
い
え
、
良
い
も

の
を
つ
く
る
た
め
に
様
々
な
分
野
を
研

究
し
て
き
ま
し
た
。
す
べ
て
は
一
連
の

流
れ
を
把
握
す
る
こ
と
か
ら
始
ま
り
ま

す
。
今
で
は
育
成
す
る
立
場
で
す
が
、

自
分
白
身
の
投
や
知
識
を
向
上
さ
せ
続

け
て
い
き
た
い
」
と
こ
れ
か
ら
の
運
気

込
み
も
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

国
の
遭
ひ
と
す
じ
」
　
に
各
分
野

よ
り
良
い
も
の
を

つ
く
り
た
い古

川
勝
義
さ
ん

黄
綬
褒
章
受
賞



織辣弔礪緋詞彊 暁弼
●と　　き　1月20日（火）から接続できます

●ところ　木守の一都区域（下図の色付地域）

●その他1月20日（火）から2月2日（月）まで、下水道課で関係図面を縦覧します
※土日を隙く午前8時30分から午後5時まで（正午から午後1時までを除く）

iゝもし≦多ヂ‾‾iノ、、、　　了‾‾・Oie／ �����今までトイレが汲み取り武だった 

「＿＿1，・・⊥了‾、し・　　＼、／ 

語′侶iIi　）、、、1、了 �����家屋は、次のとおり工事や手続きが 必要です 平成19年1月19日までに水洗トイレに改 造し、公共下水道に接続する必要があります。 （Dトイレの水洗化やお風呂・台所などの生 活排水を下水道桝に接続する工事 ②個人で浄化槽を設置していた場合は、浄 化槽から下水道桝への接続替え工事 （重油E水設備新設等計画確認申請書の堤出 ※排水設備工事は遠賀町が指定した指定工 事店以外はできません。 ※水洗便所改造資金の融資あっせん・利子 補給の制度があります。 醍 

備置コ e 憎。 ∴t： 騙 �二㌦i i 　j▲∴ �、／ ′－（ ／・子 ヾ・ ヽヾ li＼ 一点・ヽ・ L e々 †∵0 雪目° �＼ヽ＼ ＼、一読／i了、、 1 ．iie＼l ●「＼十 ㌧、、、・、、言 一・∴思一一†J l i＼ 1＼ ＼ l l 「「‥： 

下水道使用料は上水道料金に 合算して請求します 井戸水のみを使用している場合は、下水 道使用料のみを請求します。 

／諦　　　　　　重、O　i　　　a 
∴∴　　　一千　　時一一 ���� �十・芋一理 

初　　　　　　　手市口上ei 

ヽ7＼＼ 　＼ ��供用を開始した地区内の 土地所有者は、別途公共下水道 受益者負担金が必要です 平成16年3月31日までに供用を開始す －る区域には、平成16年度に公共下水道受益 者負担金が賦課されます。 ※すでに団地浄化槽の分担金を負担してい る家屋は必要ありません。 ＼＼ 

畢〕 �o∴∴一一十、・、、　　、、 本、、、　　言∴、柳：、、星 

単板。‘、 �図　・　　　　　　　●問い合わせ下水道課 
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驚
。
催
腰
㊦
辞
典

王

様

の

生

活

し

て

い

ま

せ

ん

か

？

今
回
は
「
尿
酸
値
」
に
つ
い
て
考
え

ま
し
ょ
う
。

e
尿
酸
値
と
麗

尿
酸
と
は
、
体
内
で
行
な
わ
れ
る
細

胞
の
新
陳
代
謝
の
結
果
生
じ
る
老
廃
物

の
こ
と
で
す
。

普
通
、
尿
酸
は
腎
臓
を
通
っ
て
体
の

外
に
排
泄
さ
れ
ま
す
。
し
か
し
、
過
剰

に
尿
酸
が
作
ら
れ
た
り
、
排
泄
の
機
能

が
落
ち
た
り
す
る
と
、
血
液
中
に
余
分

な
尿
酸
が
た
ま
っ
て
　
「
南
尿
酸
血
痕
」

の
状
態
に
な
り
ま
す
。

尿
酸
が
関
節
や
そ
の
周
辺
に
結
晶
と

し
て
沈
着
す
る
と
、
炎
症
を
起
こ
し
、

や
が
て
激
し
い
痛
み
や
発
作
が
起
こ
り

「
痛
風
」
　
と
な
り
ま
す
。

e
尿
酸
値
の
目
安

看
正
常
な
数
値

▽
男
性
　
3
・
6
～
補
ミ
リ
グ
ラ
ム

▽
女
性
　
2
・
8
～
5
・
4
ミ
リ
グ
ラ
ム

数
値
は
年
齢
、
性
別
な
ど
に
よ
っ
て

も
異
な
り
ま
す
。
8
・
5
ミ
リ
グ
ラ
ム
以
上

を
超
え
る
と
浦
風
の
発
作
が
か
な
り
起

こ
り
や
す
く
な
り
ま
す
の
で
、
医
師
に

相
談
し
ま
し
ょ
う
。

○
異
捨
値
に
よ
り
推
測
さ
れ
る
病
気

高
尿
酸
血
症
、
痛
風
、
白
血
病
、
溶

血
性
貧
血
、
高
血
圧
、
多
発
性
骨
髄

腫
、
心
不
全
、
肝
臓
障
害
、
腎
炎
、

腎
臓
結
石
、
尿
毒
症

e
予
防
す
る
生
活
習
慣

・
野
菜
、
海
草
類
、
牛
乳
な
ど
を
積
極

的
に
と
る

・
水
分
を
十
分
に
と
る

・
肥
満
を
予
防
す
る

・
プ
リ
ン
体
の
多
い
食
品
は
控
え
め
に

（
レ
バ
ー
な
ど
の
動
物
内
臓
、
豚
汁
、

エ
ビ
、
マ
イ
ワ
シ
）

・
適
度
に
運
動
す
る

・
ア
ル
コ
ー
ル
は
控
え
め
に

健
康
状
態
は
食
生
活
、
運
動
習
慣
な

ど
に
影
響
さ
れ
ま
す
。
生
活
習
慣
を
改

善
す
れ
ば
、
病
気
の
発
症
や
進
行
を
予

防
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。憩

邁

●
問
い
合
わ
せ
　
健
康
対
策
係

読
者
の
皆
様
、
あ
け
ま
し
て
お
め

で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
お
正
月
は
い

か
が
過
ご
さ
れ
た
で
し
ょ
う
か
。

私
の
住
ん
で
い
た
オ
ー
ス
ト
ラ
リ

ア
は
今
、
夏
真
っ
盛
り
。
大
晦
日
は

あ
ち
こ
ち
で
カ
ウ
ン
ト
ダ
ウ
ン
パ
ー

テ
ィ
ー
が
友
人
同
士
で
開
か
れ
る
。

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
は
、
ク
リ
ス
マ
ス
や

ニ
ュ
ー
イ
ヤ
ー
を
家
族
で
過
こ
す
が
、

移
民
の
多
い
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
は
親

類
縁
者
を
持
た
な
い
人
が
多
い
た
め
、

友
人
と
過
ご
す
こ
と
が
多
い
。
ま
た
、

物
価
が
安
い
た
め
、
パ
ー
テ
ィ
ー
は

頻
繁
に
、
気
擬
に
開
か
れ
る
。
し
か

し
、
暑
い
せ
い
だ
ろ
う
か
、
正
月
、

自
分
が
何
を
し
て
過
ご
し
て
い
た
か

記
憶
が
な
い
。

凍
え
る
よ
う
な
冬
の
日
、
母
の
手
作

り
の
料
理
と
父
の
作
っ
た
ワ
イ
ン
で
祝

っ
た
故
郷
の
ク
リ
ス
マ
ス
や
ニ
ュ
ー
イ

ヤ
ー
は
鮮
明
に
心
の
中
に
彩
ら
れ
て

い
る
が
、
ル
ー
マ
ニ
ア
は
革
命
後
の

経
済
的
混
乱
で
厳
し
い
状
況
が
続
い

て
い
る
。
何
と
か
持
ち
前
の
明
る
さ

と
楽
観
主
義
で
今
年
も
乗
り
越
え
て

欲
し
い
と
祈
る
ば
か
り
だ
。

ド
イ
ツ
に
住
む
友
人
か
ら
年
賀
状

が
届
い
た
。
1
0
年
も
前
に
け
ん
か
し

た
友
達
の
悪
口
が
い
ま
だ
つ
づ
ら
れ

て
い
で
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
人
々
は
一

つ
の
事
の
ス
パ
ン
が
や
っ
ぱ
り
長
い

な
と
感
心
し
た
。
一
か
月
前
の
こ
と

が
す
で
に
過
去
の
出
来
事
と
い
う
日

本
と
は
一
日
の
ス
ピ
ー
ド
が
違
う
。

日
本
に
来
て
7
度
日
の
お
正
月
。

私
が
そ
の
ス
ピ
ー
ド
に
慣
れ
る
の
は

い
つ
の
こ
と
や
ら
・
。
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回国回国回国固田圃
絵本の読み聞かせ
●と　き　1月17日、24I＿i、31日、2月7日、14日

毎週上晦日　午後2時30分～

●ところ　お話の部屋

あけましておめでとうございます。

土をこねて粘土板に楔形文字。縄を結んで文字。木竹を

削って木簡竹櫛。誰を溶かして紙。羊の皮に煤のインクで

羊皮紙。石版、岸壁にも文字を刻む。布にだってカンニン

グ用の文字を入れる科挙。骨に皮膚に文字。

人は文字が好きだ。

そして、今年は申年。孫悟空たってお釈迦様の指に溜醤

さをしてきた。

食べたり、泣いたり、笑ったり。天のことも地のことも、

その間にある人の世のことも、人は、みんな書いてきた。

阿哲館にはそんな歴史が棚に収まっている。埋まっている。

みんなで、それを掘り起こしにきてください。

遠賀町立図書館　館長　安田　郁太郎

折尾警察署協議会では、12月3円（水）に本年第5回目の会

談を開催しました。この薄紫署協議会は、住民を代表する委員

から椰成され、警察署の業務運営について色々と憩兄を申し述

べる協議会です。今回、本年1月に当協議会が署長から諮問を

受け、答申した　安全なまちづくり対策、高齢害対策、少年対

策、女性対策、暴力団対策　の5項目につき説明を受けました

が、折尾藷察署は、其執こ取組み、本年10月末までの結果、前

年比で街頭犯罪（自転車盗、車上ねらいなどの身近な犯罪）－

5．2％、全刑法犯－5．6％、少年の刑法犯、特別法犯を366人

検挙するなどの大きな成果を上げているとのことです。「安全

で安心して生活できる地域社会の実現」を口指し、こ支援・こ
、＝一言○　　　○

二－へ＿＿　＿＿＿

9（の

協力をお願いします。

●問い合わせ

折尾警察密協議会事務局

℡093（691）0110

（内線251）

回国回国固
◆一般書

『あの世この世』

瀬戸内　寂聴善

人は死んだらどうなるので

しょうか。NHK「ETVス

ぺシャル」で放送された対談∴∴主宰　一汁－＿＿日

を収録。　　　　　　　　　　　（

『あるべき金融』

明星　太一、刈屋　武昭替

日本の金融は何が問題で、

どう解決すべきか。日本金融

の病とその処方箋。

『年金はどうなる』

年金改革の様黒諭慧　同闇繭
かりやすく解説し、提言する。

『化生の湖内田康夫日義議
平凡な大宅だったと思われて

いた男が、死して謎を適した。

北海道、北陸、九州を辿る壮大

な謎解きに浅見光彦が挑戦する。

『二百年の子供』

大江健三郎著

3人の子供たちが森の巾の不

思議な木のうろに入りこみ、時

空の旅に出る。ノーベル賞作家

が描く冒険ファンタジー小説。

『幕末御用盗』

津本　曝書

慶応3年10月、江戸。き

らめく太刀、迫る息づかいが

伝わる剣豪小説。

◆児童書
『きみの鴨方だ！子どもの権利条約

2．子ともにとって家庭ってなに？』

林　墨波、世叡山洋介監修

親と子の関係のあり方や、

児垂虐待の問題など、子供と

家庭に関わるテーマを中心に

解説。

『はいくのえはん』

西本　諾介編・文

親しみやすい有名な俳句を

詩情あふれる絵で描き、世界

で一番矯い詩、美しい日本の

ことばの世界へ誘います。

きめの巨、方IC上回

寄（窒通のl
権利棄絢
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報

閣
役場　℡293－1234

屈赤虜ど÷耕ク
◇中央公民鍵

表　装

1月30日まで

◇ふれあいの墓
洋　裁

01月31日まで　　○

遠賞町次世代育成支蟹

に関するニース騎

ご協力をお願いします

次世代育成支援のための具体

的な「行動計画」の策定に必要

な、子育て支援に関する生活実

態や要望、意見を把捉するため、

次世代育成支援に関するニーズ

調査を実施します。

ご協力をお願いします。

●対　象　町内に住んでいる小

学生以下の子供（対象者に配

布します〉

●問い合わせ　福祉係

Cの10

く

ら

し

の
び
の
び
（
幼
児
）
相
談

●
と
き
　
1
月
2
8
日
（
水
）

［
受
付
］
午
前
9
時
0
0
分
～
1
0
時
0
0
分

●
と
こ
ろ
　
遠
賀
町
中
央
公
民
館

●
対
象
　
洒
1
歳
か
ら
就
学
前
ま
で
の
幼
児

●
内
容
　
身
長
、
体
重
測
定
・
臨
床
心
理

士
に
よ
る
言
薬
や
こ
こ
ろ
の
発
達
相
談

（
要
予
約
）
、
保
健
師
に
よ
る
健
康
相
談

●
持
っ
て
く
る
も
の
　
母
子
健
康
手
帳
、

バ
ス
タ
オ
ル

●
費
用
　
無
料

●
問
い
合
わ
せ
　
健
康
対
策
係

す
く
す
く
ひ
る
は

段
ボ
ー
ル
と
か
わ
い
い
布
地
を
使
っ

て
写
真
立
て
を
作
り
ま
し
ょ
う
。

●
と
き
　
1
月
2
0
日
（
火
）

受
付
］
9
時
5
0
分
～
1
0
時

●
と
こ
ろ
　
遠
賀
町
中
央
公
民
館

●
対
象
　
生
後
2
か
月
～
1
歳
未
満
児

●
内
容
　
手
作
り
写
真
立
て
、
保
健
師
に

よ
る
育
児
相
談
、
講
評
　
「
冬
に
か
か
り

や
す
い
主
な
病
気
と
対
処
法
に
つ
い
て
」

●
持
っ
て
く
る
も
の
　
規
子
健
康
手
帳
、
バ

ス
タ
オ
ル
、
お
気
に
入
り
の
子
供
の
写
夷

●
賀
用
　
紙
料

●
問
い
合
わ
せ
　
健
康
対
策
係

2
歳
児
歯
科
相
談

（
フ
ッ
素
塗
布
）

弱
っ
た
乳
歯
を
早
め
に
見
つ
け
て
、

歯
み
が
さ
や
お
や
つ
の
工
夫
な
ど
で
乃

気
な
乳
歯
を
と
り
も
ど
し
ま
し
ょ
う
。

●
と
き
　
1
月
2
7
日
（
火
）

琶
午
後
1
時
～
1
時
1
0
分

●
と
こ
ろ
　
遠
賀
町
中
央
公
民
館

●
対
象
　
平
成
1
3
年
1
0
月
か
ら
1
2
月
ま

で
に
生
ま
れ
た
幼
児

※
対
象
者
に
通
知
し
ま
す
。
な
お
、
対
象
外
の

2
歳
か
ら
3
城
ま
で
の
幼
児
で
、
フ
ッ
素
塗

布
を
希
望
す
る
人
は
連
絡
し
て
く
だ
さ
い

●
内
容
　
幽
科
集
岡
指
導
、
囚
科
健
診
、
フ
ツ

索
響
布
（
布
親
者
）
、
高
見
相
談
へ
希
望
者
〉

●
持
っ
て
く
る
も
の
　
母
子
健
康
手
帳
、

タ
オ
ル
、
（
フ
ッ
素
塗
布
が
2
回
日
以

降
の
人
は
歯
ブ
ラ
シ
）

●
費
用
　
無
料

●
問
い
合
わ
せ
　
健
康
対
策
係

l
i
i
i
i
－
i
1
－
。
。
。
“
1
－
－
）
‘
　
I
（
〉
I
i
i
一

偏
鰹
節
に
よ
る

心
と
体
の
健
康
相
談

婁
年
期
や
ス
ト
レ
ス
な
ど
の
悩
み
相
談
に

応
じ
ま
す
。
相
談
の
時
間
を
ゆ
っ
く
り
と
る

た
め
、
砲
謡
な
ど
で
予
約
し
て
く
だ
さ
い
。

●
と
き
　
1
月
2
1
日
　
（
水
）

午
後
1
時
0
0
分
～
3
時

●
と
こ
ろ
　
役
場
福
祉
課
窓
口

●
対
象
　
町
内
に
住
ん
で
い
る
人

●
問
い
合
わ
せ
　
健
康
対
策
係

lii－Iii。－。－。－。－。－。－1－。－。し。。。。。。。“－。。。－。－。－。i－i－。。。。。－。－。－。－。－。。。－－。－－i」

悠
迦
ひ
る
は

（
運
動
教
室
）

リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
教
室
よ
り
ゆ
っ
た
り

し
た
ベ
ー
ス
の
運
動
教
室
で
す
。
高
齢

者
も
楽
し
く
参
加
で
き
、
知
ら
ず
知
ら

ず
の
う
ち
に
、
運
動
能
力
の
衰
え
を
防

ぎ
、
転
倒
予
防
に
も
な
り
ま
す
。

●
と
き
　
1
月
2
1
日
（
水
）

午
前
1
0
時
～
日
時
銅
分

［
受
包
午
前
9
時
0
0
分
～
1
0
時

●
と
こ
ろ
　
遠
賀
町
武
道
場

（
遠
賀
町
中
央
公
民
館
横
〉

●
内
容
　
楽
し
く
連
動
、
ス
ト
レ
ス
解
消

●
持
っ
て
く
る
も
の
　
運
動
で
き
る
服

装
、
上
靴
、
タ
オ
ル
、
水
筒

●
問
い
合
わ
せ
　
健
康
対
策
係

エ
ン
ジ
ョ
イ
n
e
W
ス
ポ
ー
ツ
教
室

気
軽
に
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。
（
予
約

は
い
り
ま
せ
ん
）

●
と
き
　
1
月
2
2
日
　
（
木
）

午
前
1
0
時
～
日
時
0
0
分

署
午
前
9
時
5
0
分
～
川
時

●
と
こ
ろ

遠
賀
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
セ
ン
タ
ー

●
対
象
　
町
内
に
住
ん
で
い
る
人

●
内
容
　
ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ

●
持
っ
て
く
る
も
の
　
運
動
で
き
る
服

装
、
靴
、
タ
オ
ル
、
水
筒

●
問
い
合
わ
せ
　
健
康
対
策
係

「
矧
割
田
下
痢
過
捌
刺
－
」

設
備
指
定
工
事
店

登
録
申
請
を
受
け
付
け
ま
す

遠
賀
町
で
下
水
道
の
排
水
設
備
工
事

を
行
な
う
に
は
、
指
定
工
事
店
の
登
録

申
請
が
必
要
で
す
。

●
と
き

2
月
9
日
（
月
）
　
～
2
月
2
0
日
（
金
）

※
土
、
日
曜
日
を
除
く
午
揃
8
時
0
0
分

か
ら
牛
後
5
時
ま
で

（
正
午
か
ら
午
後
1
時
ま
で
を
除
く
）

※
申
請
書
は
2
月
2
日
　
（
月
）
　
か
ら
下

水
通
謀
窓
口
で
配
布
し
ま
す

1
　
　
－
　
　
～
　
　
－
　
I
i
J

県
営
住
宅
入
居
者
募
集

●
募
集
す
る
団
地

久
留
米
市
中
森
野
団
地
の
空
家
住
宅



教育委員会関係　固唾脂旺凱国璽
◆学校用務補助員（申込・①）
▽仕事内容　学校一般用務

▽募集人数　5人

▽勤務場所　町内の小中学校

▽勤務時間　月曜～金曜
・午前勤務　午前7時30分一正午

i午後勤務　正午～午後4時30分

※土・日・祝日に勤務する場合もあります

※若、夏、冬休み中は勤務体制が変わる

場合があります

▽賃　　金　3，600円程度／日

◆心身障害児補助員（申込…①）
▽仕事内容　心身に障害を持つ児童

の学校生滴の介助

▽募集人数　3人

▽勤務場所　島門小学校

▽勤務時間　月曜～金曜
・午前勤務　午前8時～正午

・午後勤務　正午～午後4時

※土・日・祝日に勤務する場合もあります

※対象児童が登校しない日の勤務はありません

▽賃　　金　3，600円程度／日

◆臨時縫合調理員（申込…①）
▽仕事内容　給食調理

▽募集人数　若干名

▽勤務場所　遠賀町学校給食センター

（広渡小学校旗）

▽勤務時閏　月10日程度

（慣れるまでは月5日程度〉

午嗣8時30分～午後4時30分

※4月以前に出勤の場合もあります

▽賃　　金　6，500円程度／日

◆学校国富整理員（申込…①）
▽仕事内容　学校図書の整理など

▽募集人数　2人

▽勤務場所　町内の小中学校

▽勤務時間　週2日出勤

1日4時間勤務

※奮、夏、冬休み中は勤務体制が変わ

る場合があります

※2校（週4日〉勤務の場合もあります

▽賃　　金　　3，200円程度／日

◆体育施設受付業務（申込・②）
▽仕事内容　体育施設の窓口受付

▽募集人数　4人

▽勤務場所　遠賀町立図書館

▽勤務時閏　月10日程度

午前9時30分一午後6時

※土・日・祝日勤務があります

▽賃　　金　　6，200円程度／日

※各賃金は減額の場合があります

※交通費などの支給はありません

●締め切り1月23日（金）

●募集資格

（平成16年4月1日現在）
・町内に住んでいる人

・普通自動車免許を持っている人

・18歳以上50歳未満の人

（臨時給食調理員は45歳未満）

電話対応・清掃など　　●採用期間
▽募集人数　若干名

▽勤務場所　体育施設

▽勤務時閏　月13日程度

午前8時30分～午後5時

※土・日・祝日勤務があります

▽賃　　金　6，200円程度／日

◆図書館臨時職員（申込…③）
▽仕事内容　町立図書館でのカウンター

業務など

平成16年4月1日
～平成17年3月31日

●申し込み・問い合わせ

履歴書の右上に話望職種を記入し、

写真を貼付して堤出してください

※面接日時は後日連絡します

①学校教育課　℡（293）1234

②生涯学習課　℡（293）1234

③町立図書館　℡（293）9090

無
料
パ
ソ
コ
ン
寵
座

▽
社
会
人
パ
ソ
コ
ン
講
座

（
エ
ク
セ
ル
初
級
）

●
と
き

2
月
3
日
（
火
）
　
～
2
月
1
7
日
（
火
）

毎
週
火
・
木
曜
日
（
全
5
回
）

午
後
6
時
～
9
時

●
と
こ
ろ
　
折
尾
高
等
学
校

●
対
象
　
2
0
歳
以
上
の
社
会
人
で
パ
ソ

コ
ン
の
基
本
操
作
が
で
き
る
人

●
費
用
　
無
料

（
テ
キ
ス
ト
代
千
円
が
別
途
必
要
）

●
定
員
　
2
5
人

（
申
込
者
多
数
の
場
合
は
抽
選
）

▽
パ
ソ
コ
ン
組
め
立
て
講
座

●
と
き
　
2
月
7
］
（
土
）

午
前
9
時
～
午
後
2
時

●
と
こ
ろ
　
折
尾
高
等
学
校

●
対
象
　
中
学
生
以
上
の
人

●
費
用
　
無
料

●
定
員
　
1
0
人

（
申
込
者
多
数
の
場
合
は
拙
選
）

●
申
し
込
み
期
間
（
両
講
座
と
も
）

1
月
1
5
日
　
（
木
）
　
～
1
月
2
7
日
　
（
火
）

※
詳
細
は
募
集
案
内
晋
に
掲
載
し
て
い
ま
す

●
受
付
鵜
問

1
月
1
9
日
　
（
月
）
　
～
1
月
2
7
日
　
（
火
）

※
当
日
消
印
有
効

●
問
い
合
わ
せ

北
九
州
県
営
住
宅
管
理
事
務
所

℡
0
9
3
　
（
6
9
1
）
　
5
9
7
0

※
募
集
案
内
書
は
1
月
1
9
日
（
月
）
か
ら

役
場
総
務
課
窓
口
に
置
い
て
い
ま
す

●
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

ハ
カ
キ
、
F
A
X
、
E
メ
ー
ル
で
住

所
・
氏
名
・
年
齢
・
電
話
番
号
・
性

別
・
講
座
名
を
明
記
し
て
申
し
込
ん

で
く
だ
さ
い

〒
八
〇
七
・
〇
八
六
三

北
九
州
市
八
幡
西
区
大
腰
2
丁
目

2
3
番
1
号

福
岡
県
立
折
尾
高
等
学
校

℡
0
9
3
　
（
6
9
1
）
　
3
5
6
1

恥
0
9
3
（
6
9
1
）
9
5
2
9

E
メ
ー
ル
　
i
つ
f
O
㊥
O
「
一
〇
弄
u
O
d
．
」
P

割
引
割
引
」

資
格
取
得
講
習
会

●
と
き
　
2
月
1
9
日
（
木
）
、
2
0
日
（
金
）

の
2
日
間

●
と
こ
ろ
　
遠
賀
郡
消
防
本
部

●
対
象
　
防
火
管
理
を
必
要
と
す
る
事

業
所
関
係
者
、
業
務
上
防
火
管
理
の

知
識
が
必
要
な
人

●
定
員
　
5
0
人
（
先
蒲
順
）

●
費
用
　
無
料

（
テ
キ
ス
ト
代
4
千
円
が
別
途
必
要
）

●
申
し
込
み
期
間

1
月
1
3
日
（
火
）
　
～
2
月
1
3
日
（
金
）

●
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

受
講
申
込
書
1
枚
、
写
真
2
枚
　
（
6

か
月
以
内
に
撮
影
、
縦
3
m
横
2
、
5
脚
、

裏
面
に
氏
名
記
入
）

※
受
講
申
込
書
は
遠
賀
郡
消
防
本
部
に

あ
り
ま
す

遠
賀
郡
消
防
本
部
予
防
課

℡
　
（
2
9
3
）
　
8
1
2
5



腿康づくり講演会
今年度の各地区公民館での健診受診者は約2，600人

でした。その結果報告や遠賀町の問題点、各地区

の特色などを分かりやすく説明します。

また、健康講話では、元気な体を維持するため

の筒単な体操も紹介します。

健診を受けていない人もぜひ参加してください。

●と　き1月30日（金）

午後1時30分～3時30分

［受付］午後1時～

●ところ　遠賀町中央公民館

●内　容

▽報告　平成15年度遠賀町総合健診結果

講師　日本健康倶楽部福岡支部診療所長

▽講話　はじめよう前節行動

講師　九州大学助教授　堀田　男さん

＝胤00高閲田　健康対策係

HappyBirthday

回国回国回国回国回国国回国

髄涜藻
電話による問い合わせ医制度の小児科対応を充実させるため

「夜間小児診療システム」が開設されました。′電話での問い合

わせ後の診療が基本となり、遠賀・中間地域の小児科医療機関

が連勝して、夜間の診療を行ないます。

●問い合わせ電話番号（午後6時～10時）

℡093（201）9999（当番医に篭話が転送されます）

※当番医が状態をたずね、その後診療可能な小児科を紹介します。

●診療時間　牛後7時～午後9時30分

●支援病院（各小児科）

▽北九州市立八幡病院

▽九州厚生年金病院

▽産業医科大学病院

※支援病院は当番医と連携し、必要　憲：

な処田などの対応を行ないます。

遠賀中間医師会
℡093（201）3461

駿
逼賀田の蔀っ生得三沈吟混凄
融勘栂脱硝細飛騨鄭徹餓臆煽

家庭 � � � � � � � � � の露出した水道管や浅いところに埋めてある 

ー水道管、太陽熱温水器などは冬の寒さで凍結して水 
日が出なくなったり、破損したりします。水道管は市 
：版の保温チューブや布で保護、太陽熱温水器は事前； 

に水を抜くなど、早めに冬支度を行ないましょう。

国諜諾1謹ヨ
編集・発行　福岡県遠賀部遠賀町大字今古賀513番地　遠賀町役場企画課（℡093－293－1234）　印刷　コロニー印刷

●大きな話題から小さな話題まで、みなさんにお知らせしたい情報をお待ちしています●
〔∽12

道
路
サ
ー
ビ
ス
機
構
内
E
T
C
車
臓
器
購
入
助
成
係

℡
0
3
　
（
5
4
5
8
）
　
5
5
6
9

▽
障
害
者
本
人
運
転
の
場
合
　
身
体
隅
害
者
手
帳
の
交
付
を
受
け
て
い
る
身
体
障
害
者

▽
介
嘗
運
転
の
場
合
　
感
度
の
身
体
階
害
者
ま
た
は
重
度
の
知
的
障
害
者
を
介
護
す
る
人

※
申
請
書
は
役
場
福
祉
課
福
祉
係
に
あ
り
ま
す

役
場
福
祉
課
福
祉
係
で
の
手
続
き
が
必
要
で
す

●
持
っ
て
く
る
も
の
　
障
害
者
手
帳
、
登
録
す
る
車
の
車
検
証
、
運
転
免
許
証
　
（
本
人

が
運
転
す
る
場
合
）
、
割
引
証
　
（
持
っ
て
い
る
人
の
み
）
、
．
E
T
C
カ
ー
ド
、
軍
事
識

語
の
E
T
C
車
載
器
セ
ッ
ト
ア
ッ
プ
申
込
書
・
証
明
書
（
＊
E
T
C
を
利
用
す
る
場
合
）

●
登
録
自
動
車
　
対
象
者
一
人
に
つ
き
一
台
。
車
種
用
件
〈
法
人
所
有
車
輌
、
軽
ト
ラ
ッ

ク
な
ど
）
　
に
よ
っ
て
は
登
録
で
き
な
い
自
動
車
が
あ
り
ま
す
。

闇

間


